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熊本大学大学院 生命科学研究部   小児発達学分野　 

友 田  明 美 

いやされない傷 
～児童虐待と傷ついていく脳～


虐待は、その多くが子どもを死に至らしめ、!
生命の危機に瀕しなかった場合でも!
PTSDを始めとする重篤な精神疾患や!
人格障害を招く!

その脳病理学的背景として、特に社会性を司る脳領域に!
異常がもたらされていることも明らかになってきた 

国内の児童虐待の実態 

50~78% Population-Attributable Risk 
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•  異常な警戒感、過食、盗食、食欲不振!
•  排便・排尿障害、年齢不相応の幼稚な行動!
•  異常に素直、頑張りすぎ、大人びた行動!
•  多動、過度の乱暴、注意をひく行動、いじめ!
•  虚言、詐欺的行動!
•  性的逸脱行動、自傷行為、自殺企図 

小児期の愛着障害（行動面） 

•  幼児期に普遍的な反応性愛着障害を呈する	


•  学童期にADHD様の多動と破壊的行動障害が前面に表れる!

•  思春期に外傷後ストレス障害(PTSD)と解離症状の明確化!

•  青年期には解離性障害および行為障害へ展開!
•  成人期に一部は複雑性心的外傷後ストレス障害 (DESNOS)!

•  抑うつ!
•  ＰＴＳＤ, 過覚醒（警戒待機状態）!
•  衝動性!
•  気分易変!
•  被害念慮 

•  非行 （とくに性的逸脱行動）                　
Engage in risky sexual behaviors (Hall, 2008),                                            
HIV-related risk behaviors (Bornovalova, 2008) 

•   家庭内暴力, 学校不適応                                                     
Maltreated children were more likely to become involved with fire out of anger, 
towards higher rates of recidivism (Root et al., 2008)   

•  物質使用障害（とくにアルコール・薬物濫用）�               

Robust risk factor for adolescent binge drinking                           (Hamburger, 
2008;  Shin, 2009; Andersen & Teicher, 2008 ) 12	


発達過程の小児脳の脆弱性 
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胎生期 
週: 0 6 12 18 24 30 36 

出生後 
月: 0 6 12 18 24 30 36 年: 4 8 12 16 20 24 

神経細胞新生 
遊走 

軸索/樹状突起の伸展 
プログラム細胞死 

シナプス形成　 
髄鞘化 

シナプスの剪定（刈り込み） 

大多数の神経細胞 
少数の神経細胞 (大脳皮質） 

10 cm 10 cm 

ヒト脳の発達  

児童虐待ストレス 脳発達における２つの決定的な要素に影響 
(Andersen, 2004; Garcia, 2002; Leussis, 2008; Meyer, 1983; Tsuneishi,1991)!

私たちの仮説 

虐待を受けて大人になった人の脳は               !
  ”壊れた”ハードドライブ 

Ann NY Acad Sci (2006)!

   児童虐待が発達脳に与える影響 

（仮説）社会性発達障害 
発達障害類似の行動をとる 

       後の人格障害を作り出す可能性 

Neurobiological Consequences of 	


Early Stress and Childhood Maltreatment	



(Teicher & Tomoda,  Ann NY Acad Sci  2006)	



Kindling 現象 

虐待という強いストレスがなくなっても     !
僅かな刺激でも扁桃体の異常な興奮が持続 

(Lieblish & Amari 1978)	



扁桃体の異常活動が脳波異常として見られる 

(Ito et al., J Neuropsych Clin Neurosci 1994)	



大量のコルチゾルが脳の発育を遅らせる 
被虐待ストレス 

脳の発達がダメージを受ける 

HPA系機能上昇による大量のコルチゾル放出 

扁桃体が過剰に興奮する 
（Kindling現象） 

母親の養育行動（遺伝的素因） 

•  ドパミン関連遺伝子（DRD4, DAT）の多型性によって異なる                                       
（van IJzendoorn, 2008; Lee, 2008） 

•   セロトニントランスポーター遺伝子(5-HTTLPR), オキシトシン受容体
遺伝子（OXTR）の多型性も養育行動に影響                                          
（ Bakermans-Kranenburg, 2008） 

養育行動は遺伝的に決められている可能性 




